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研究紹介 数値的半群及びその高次元化に関する研究

代数学とは、いろいろな計算規則を考える学問です。ですの
で、効率の良い計算方法を見つけるというのもその範疇には
入りますが、むしろ計算の原理を研究し、根本的に計算方法
を見直す、ということを考えます。その際に、1つ1つの数を
見るのではなく、数全体を考え、その「構造」をとらえる作
業を行います。そして、その構造の類似物を見つけられれば、
計算効率はぐっと上がるのです。
そこで、簡単な「構造」をもつ数値的半群を研究し、その応
用を研究しています (下図) 。

・研究の特徴

代数幾何学に関連する可換環論の環の分類（上図）を用
いて、数値的半群を分類します。この手法により、数値
的半群に、より深い考察を行うことが可能になります。
最近は、その高次元化に興味を持ち、数値的半群との類
似性に着目して研究することにより、新たな代数曲線・
代数平面等に関する成果が期待できます。
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